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三宅鳥羽密 GPS観測によるロ ー カ ルな水蒸気分布の推定
名古屋大学大学院理学研究科 仮畳新 - (kariya⑳eps. n agoya - u . a c.jp)
1. はじめに
伊豆諸島三宅島火山は約22年を基本モ ー ドに持 つ 山腹割れ目噴火を繰り返してきた ｡ 桐密GPS観
抑二よる面的な火山性地殻変動を高精度か つ 高時間分解能で 検出する ことが ､ 火山体の 地殻変動
メ カ ニ ズム ソ ー ス の 解明にと っ て重要であるo しかしながら , 高精度 (皿 の精度を有する) とい
う点におい て現段階で その 日的は達成されて い な い ｡ その 要因の 一 つ である対流圏電波伝搬遅延
に関する特異な現象が三宅島における槻簡GPS観測から得られたの で報告する o
2. 戦渦の特徴
三宅島火山は直径約8En , 樗高約800mの円錐状をした成層火山である b
今回の 観測の 特徴を以下 に挙げる ｡
1) 朝密な (円 観測網 ((PS憶測点間距廿 1 - 2 伽 樹 点捨故 17点)
2) 株高差の ある観測網 (海岸付近から山頂まで可能な限り 一 様に分布)
3) 三宅島火山は海洋に突出した円錐状の山体 (ス コ ラ 一 致と同程度の山頃)
4) すべ ての観測点にお い て気象観測は実施 してい ない ｡
以下 , 1996年9月4 日から6 日(JST)にかけて取得した観測デ ー タ の 解析手法と結果につ い て述 べ る ｡
3. 解析手法
今回 ､ 解析にはGPS デー タ解析 ソ フ トウ エ アBERNESE Ve r. 4.0 を使用 したo 対流圏遅延畳の推定
にSa a sta皿Oinen モ デ ル(1973)を採用し, 気象デ ー タにはデ フ ォル ト債 (標準大気 :18 ℃､ 1013bPa､
幻 % , 榛高Qn ､ Be rg,1894) を使用した o 三宅島島内の デ
ー タ しか使用 して おらず, 観測点での 気
象観測を実施して い な い という理由から ､ 山頂に対して残りの観乱点の 対沈 圏遅延量 の 相対値を3
時間毎に推定した｡ 対流圏遅延量を堆走する際には , 方位角による大気の異方性は考慮して い な
い ｡
4. a
今回の 解析から得られ た対流圏遅延量の 特徴的な結果を図1及び図2 に示すo 遅延補正量が正
となる場合は ､ モ デ ル に 対して 相対的に水蒸気が多く､ 負となる場合に は水蒸気が少なか っ たこ
とをあらわして い る o 園1は山頂を挟んで 北西(IGY)と南東(岨S)に直線上 に位置する観測点 の間
で の対流圏遅延量の 時間変化を示すc 比較した観測点であるIGYとMHSの 標高はともに10m前後で
あり山頂との 比高差は約700mとなる c 山頂を挟ん だ両観測点同士で は互 い に対詑圏遅延量の位相
が反転する現象が 見られる ｡ ≡宅島北部の測候所で 観測された降雨時間帯に対応する対流圏遅延 I
量の ピ ー クも見られる ｡ 遅延量の 差が大きくなる時間帯で は大気が不安定状態にあ っ たと考えら
れる o 最も特徴的な1996年9月5 日午前0時前後における村流圏遅延量の ピ ー ク の現れ方を全観視[J点
に つ い て 比較したもの を図2 に示すo 図2 から三宅島空港の ある南東部地域とそれ以外の地域で
はピ ー ク の現れ方が異なる ｡ 傾向として は図1 で示したパ タ ー ン に似て おり､ 南東部地域で 正の
ピ ー クが見られる時間帯に南東部以外の 地域 で は負の ピ
ー ク とな っ て い る ｡ 三宅島測候所及び三
宅島空港の 気象観測によ れば､ 当時東よりの風 で あ っ たこ とが記録されて い る o こ の ことか ら､
水蒸気を多量に含んだ大気が三宅島東方より吹き付け , 地形の影響を受けた大気の 擾乱を反映し
て い る可能性が示唆される ｡ 山頂を越えた大気は下降気流となり ､ 三宅島西部の亨屈度が
一 時的に
下が っ たと考えられ る ｡ また､ 大気中に含まれる水蒸気の
一 部は水滴に変化したならば降雨記録
との 対応も説明が付くと考えられる｡
5, まとめ
1996年9月4Elから6 日に かけて実施した三宅島桐密GPS観測の デ ー タを解析した結果, 三宅島付
近における水蒸気分布の 時空間変化が明らかとな っ た｡ 今回得られ た結果は孤立した山体近傍(標
高差がある) にお ける メ ソーγ ス ケ
ー ル の 気象現象を解明す る可能性が開けたと期待される ｡ 今後､
対流圏遅延量の 影響を定量的に評価する こ とが3次元 皿GPS を高時間分解能 で実現 する ための 突破
口で ある o
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◎ 三宅島北部の.測候所で観測された降雨時刻
降雨量はいずれも0.5m m/時間
図1 対流圏遅延量の時系列変化と降雨の対応
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19 9 6 年9 月4日午後6 暗から19 9 6 年9 月5 日午前6 時にか けて の 時系列変化
図2 対流圏遅延量の地域性
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